Y様ご夫婦の「ハワイ老後リタイヤ設計」例

奈良県在住の６９歳Y様、１０年前に日本国内６５店舗有ったレストランチェーンが狂牛病・サーズ影響で外食産業全体の低迷を原因に残念し売却撤退。息子様は喫茶店営業を自営で行い、
お嬢様はパン屋さんを自営展開中。安定した奈良県のご生活と
併せ、更に心身健康生活を計画しハワイにコンドミニアム３件
購入。１件は実需セカンドハウスにて使用、２件を長期賃貸で
貸し米国内での家賃収入を得る事で米国生活も安定させていた
最中、心臓発作で倒れ救急車にてホノルルクラブの近くにある
ストラブ病院に運ばれ即入院手術。バイパス手術の場合、米国はかなり日本より進んでおり外傷跡もそんなに残らず完治。
この米国ハワイにおける医療臨床施設とシステム完備に納得され、いつも会う人には「英語もしゃべれない日本人６９歳にも何の
不自由無く元気にハワイ療養通院出来る！」とおっしゃる中、
次第に英語の会話も楽しくなり、病院の主治医ともお友達になり今ではワイアラエならびにホノルルカントリーにてご一緒に
ゴルフを楽しむ毎日。出来れば日本へたまに親族の行事が有る
時だけハワイから格安航空券を利用して一時的に帰り、ハワイ
生活をご夫婦で思い存分楽しみ、又忙しかった若い時代の奥様へのお詫びも考慮し、弊社にご相談が有り「永住権取得投資」を
利用して老後プランを実現して頂いております。
Y様ご夫婦から見た利点

· 永住権（グリーンカード）取得

· ご夫婦一緒に老後リタイヤを忙しくハワイで過ごしたい

· ハワイ拠点から米国の格安航空券を利用して行く世界旅行

· 日本に帰国した際、JR乗り放題パス等が利用

· 世界的に療養には最適なハワイの気候を満喫

· 米国生命保険の加入（日本より極端に割安）

· 米国医療費立替、日本の国民健康保険対象で後払い

· 永住権取得投資からの配当（商業物件完成後）
· 永住権取得後５年後には米国市民権申請可能

